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三好化成グループは、サプライヤーと協力し、購入する原材料が品質基準、契約条件および CSR の

理念に則ったものであることをお約束します。 

お取引先との取引において、そのお取引先が私たちと同じように、この基準を厳守することを要求し

ます。 

この方針は、三好化成グループが持続可能な調達をお約束すると共に、サプライヤーにも同様にその

方針に則って頂くよう要請することを目的としています。 

三好化成グループのすべての従業員、特に、原料調達やサプライヤーと直接的・間接的に関係する者、

CSR 方針を実行する者または CSR コンプライアンスの評価に携わる者は、この方針を遵守します。 

 

1. リスク評価 

CSR 関連の経済的・社会的・倫理的・環境の観点から、調達プロセスに関わるリスクの特定に継続的

に取り組んでいます。新しい製品、新しいサプライヤー、新しい開発、または新しいプロセスを検討

する際、これらの主要項目を分析し、当社の基本原則に則って最良の判断をしています。 

2025年までにサプライチェーンの 80%を評価することを目標としています。 

 

2. サプライヤーエンゲージメント 

サプライヤーには、法令および高いレベルの倫理基準を遵守し企業活動を行うことをお願いします。

私たちの CSR 基準と目標を遵守する行動を要請します。 

2024 年から 2025 年までに、全体の 80%のサプライヤー、および全ての主要原材料サプライヤーに

Miyoshi CSR ACT に署名いただくことを目標としています。 

またサプライヤーの行動規範が当社の方針と合致する場合は、サプライヤーのものを採用します。 

 

3. サプライヤーの評価 



 

 

当社独自の質問票への回答を通して、サプライヤーの環境への影響、社会的関与、倫理的行動、ビジ

ネス慣行など CSR 活動への取組みについて評価を行います。サプライヤーの方針が当社の要求を充

分に満たしていない場合には、満たして頂けるよう全力で支援します。  

2025 年までに、全ての原材料、包装、物流のサプライヤーにおいて、またサービス及び下請けのサ

プライヤーの 80%について評価を実施することを目標としています。 

 

購買管理者、品質管理者、CSR 管理者、また社内でこれらに携わる従業員は、この方針を理解し遵守

する責任があります。 

 

この方針は、2年ごと、または必要に応じて見直されます。 

 

 

 


